
法人会の税制改正に関する提言の主な実現事項
　႓გ７年ഽ税制٨正͉́Ȃث上ઌ局࿂̤̫ͥͅ税のାݞびਖ業ାచॐの۷ത̥ͣȂ所ං税のܖ

யੰࢱのݞڣੰࢱびݯဓ所ංੰࢱのड೩༗વڣの֨上̬びͅ大学生年యのঊ൝ͅ߸ͥ新̹̦̈́ੰࢱ設̯

れ̱̹͘ȃჇ̹̫࢜ͅࢃॲ଼ͬࠁ௯ૺ̳ͥ۷ത̥ͣȂږ定ݶ出年߄（企業߿DC ݞび iDeCo）のݶ出限ഽ

۪ͬ生み出̳̹͛ࢡफͅࠐ൝̧̦֨上̬ͣれ̱̹͘ȃ଼長փဳの高い中企業の設ൎͬ௯ૺ̱౷֖ڣ

ͅȂ中企業اޑאࠐ税制̦ڐਰ̯れ̱̹͘ȃ国ष۪ޏの་ا൝ͅచ؊̳̹ͥ͛Ȃཡמႁږ़࡙ͥ߸ͅاޑ

༗の̹͛の税制ந置ȂΈυーΨル・ミΣζθه税の法制اȂ外国人ၫ行৪̫࢜྾税制ഽの見ೄ̱൝̦行ͩれ

̱̹͘（႓გ７年ഽ税制٨正大ͤ͢ࣇ）ȃ

　法人会͉́Ȃौ年９月ͅȶ႓გ７年ഽ税制٨正̳ͥͅ۾࡞ȷͬ৾ͤ͘と͛Ȃ̷のࢃȂଽຸ・ଽൂ・౷༷

自হఘ൝ͅڰ࡞൲ͬୟޭഎͅ行̽̀͘い̱̹ͤ͘ȃࣽ回の٨正͉́Ȃ中企業̫࢜税制ந置のഐဥܢ限װ

長Ȃ事業ઇࠑ税制の役員ਖහါの見ೄ̱൝Ȃ法人会の࡞事ࣜの֚部̦େࣺͤ͘れȂո下のと̤ͤ実࡛̳

びと̱̹̈́ͤ͘ȃͥ

［法人課税］
１．法人税率の軽減措置

法人会提言 改正の概要
・中小法人に適用される軽減税率の特例15％を本則化すべきである。ま

た、昭和56年以来、800万円以下に据え置かれている軽減税率の適用所
得金額を、少なくとも1,600万円程度に引き上げること。なお、直ちに
本則化することが困難な場合は、令和７年３月末日となっている適用
期限を延長すること。また、中小法人に適用される軽減税率まで引き
上がることのないよう配慮すること。

・中小法人に適用される軽減税率の特例15％について、次の見直しが行
われた上で、適用期限が２年間延長されました。

　イ　所得の金額が年10億円を超える事業年度について、所得の金額の
うち年800万円以下の金額に適用される税率が17％に引き上げられま
した。

　ロ　適用対象法人の範囲から通算法人が除外されました。

２．中小企業投資促進税制
法人会提言 改正の概要

・中小企業投資促進税制については、対象設備を拡充したうえ、「中古設
備」を含めることを求める。なお、それが直ちに困難な場合は、令和
７年３月末日となっている適用期限を延長すること。

・中小企業投資促進税制について、「みなし大企業」の判定における大規
模法人の範囲が見直された上で、適用期限が２年間延長されました。

３．中小企業の技術革新など経済活性化に資する措置
法人会提言 改正の概要

・「中小企業経営強化税制」や「先端設備等導入計画に係る固定資産税特
例」等、令和７年３月末日が適用期限となっている中小企業等の設備
投資を支援する措置については、適用期限を延長すること。

・中小企業経営強化税制
　特定経営力向上設備等に、その投資計画における年平均の投資利益率

が７％以上となることが見込まれるものであること及び経営規模の拡
大を行うものとして経済産業大臣が定める要件に適合することにつき
経済産業大臣の確認を受けた投資計画に記載された投資の目的を達成
するために必要不可欠な設備（機械装置、工具、器具備品、建物及び
その附属設備並びにソフトウエアで、一定の規模以上のもの）が追加
されたほか、所要の見直しが行われた上で、適用期限が２年間延長さ
れました。

・先端設備等導入計画に係る固定資産税の特例
　雇用者給与等支給額の引き上げ方針を先端設備等導入計画に位置付

け、従業員に表明した場合、対象資産の課税標準が見直された上で、
適用期限が２年間延長されました。

４．企業版ふるさと納税の適用期限延長
法人会提言 改正の概要

・平成28年度に創設された企業版ふるさと納税については、地方創生
にも資する制度であり、寄付件数等も年々増加していること等を踏ま
え、令和７年３月末日となっている適用期限を延長すること。

・寄附活用事業を実施した認定地方公共団体が、寄附活用事業の完了の
時及び各会計年度終了の時に、寄附活用事業を適切に実施しているこ
とを確認した書面を内閣総理大臣に提出しなければならないこととす
る等の措置が講じられることを前提に、適用期限が３年間延長されま
した。

［事業承継税制］
相続税、贈与税の納税猶予制度

法人会提言 改正の概要
・令和６年度税制改正では、特例承継計画の提出期限が令和８年３月末

日まで２年間延長されたが、制度の適用期限（令和９年12月末日）は
延長されなかった。贈与税の納税猶予制度の後継者要件として、「贈
与の直前において３年以上役員であること」が挙げられていることか
ら、余裕を持った事業承継を行えるよう、特例措置の適用期限を３年
程度延長すべきである。

・法人版事業承継税制の特例措置における役員就任要件について、「贈与
の直前において特例認定贈与承継会社の役員等であること」に見直さ
れました。

［その他］
「年収の壁」への対応策

法人会提言 改正の概要
・配偶者控除等の税の問題や年金等の社会保障の問題は、就労調整が行

われる一つの要因であり、人手不足に直面する中小企業にとって重要
なテーマである。また、「年収の壁」への対応策として、政府が助成金
制度等を講じたことで一定の効果はあると思われるが、あくまでも一
時的な措置であり、抜本的な対策とはならない。女性の就労を支援す
る政策を含め、税と社会保障の問題を一括して議論する必要がある。

・所得税の基礎控除について、合計所得金額が 2,350万円以下である個人
の控除額が10万円引き上がり、58万円となりました（年収200万円以下
は37万円上乗せ）。なお、２年間に限り、年収に応じて基礎控除に上乗
せする措置が講じられます（上乗せ額は㋑年収200万円超475万円以下
は30万円㋺475万円超665万円以下は10万円㋩665万円超850万円以下は
５万円）。

・給与所得控除の最低保障額について、10万円引き上がり、65万円とな
りました。
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有限会社  と み（民宿レストランとみ）
代表取締役 田 中  健 治

〒699-3502 島根県益田市木部町イ８３３−１
TEL：0856-27-2225　
URL：http://map-city.com/tomi/index.html

“ 自然に囲まれた癒しの空間 ”
沿　　革：平成元年　創業
　　　　　平成８年　有限会社とみ　設立
　　　　　平成22年　民宿レストランとみ
 　　　　　　　　　　 　（木部町へ移転）
従業員数：８名（役員２名・社員１名・パート５名）
事業内容：レストラン・各種宴会・宿泊

①わが社のモットーとＰＲ
　　平成元年のレストラン創業以来、野菜は主に
地元産、近海の魚介類、牛肉は石見牛、お醤油
などの調味料も地元のものを使用しています。
魚を箱買いするなど工夫をして、リーズナブル
で美味しい食事を提供しています。

　　２階のレストランでお食事をしながら、山口
の須佐の高山、日本海の景色を眺められ、天気
の良い日の夕日は格別に綺麗です。

　　バルコニーでもお食事できるようにテーブル
を手作りしました。是非お越しください。

②社長の趣味・家族・ペット・好きな食べ物
　＜趣味＞
　　これから楽しみにしていることは、キャンピ
ングカーで日本一周することです。温泉、お寺・
神社・お城巡りをしたいです。

　＜好きな食べ物＞
　　刺身、日本酒

③税についてお聞かせください
　　益田市に観光客が多く訪れるように税を活用
してほしいです。益田の歴史的遺産・景観地の
ＰＲや、地元にある鎌手の水仙公園はもっと整
備が必要だと思います。萩石見空港を使って東
京からも足を運んでいただける益田市になれば
嬉しいです。

代表取締役　 田中 健治 氏

（ とみ外観 ） （ レストランからの景色 ） （ レストランからの夕日 ）

（ ２階レストラン（ベランダ） ） （ 海鮮丼 ） （ 刺身定食 ）

（ Instagram ）

① わが社のモットーとＰＲ

② 社長の趣味・家族・ペット・好きな食べ物

③ 税についてお聞かせください

公益社団法人　益田法人会　　（第169号　令和７年５月号）
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匹見神楽社中
代　表 長 谷 川  太 一

　 （連絡先）

〒698-1212 益田市匹見町紙祖イ72-5

携帯　090-2008-7923

“ 「あ～、今日もえ～舞を見た。明日から頑張ろう」”

沿　　革：明治中期　 匹見日女ヶ森八幡宮の宮司から習い覚えたのが発端
　　　　　昭和６年 鎌手村宇治の佐々木栄左衛門氏を師に招き八調子神楽を導入
　　　　　昭和57年 益田市無形民俗文化財指定。「神楽、神迎え、柴舞、十羅」
構 成 員：21名

＜活動内容と主な実績＞
◎匹見日女ヶ森八幡宮など各地での奉納神楽、
　各種イベント、神楽大会での公演
◎みらいまつりの開催
◎大学地域実習、海外旅行者の受け入れ
◎ＳＮＳによる情報発信

＜組織の現状と問題点＞
　後継者不足、実動人数の減少、保持演目維持の
困難さ、経済的基盤の弱さ、ＳＮＳやメディアを
通じた発信が増える一方で、伝統の本質や文化的
要素を見失う懸念があるなどが主な問題点。

＜組織拡大に向けての方策＞
　後継者育成、演目継承と記録、経済基盤の強
化、地域・企業連携を軸に「匹見神楽」の維持・継承
し、石見神楽、地域の魅力を次世代に伝えていく。

＜今後の活動計画など＞
　奉納神楽、各イベントで公演予定。ＳＮＳで情
報発信していく。令和13年には八調子神楽導入
100周年（創設129年）を迎えるため、保存にも力
を入れていく。「あ～、今日もえ～舞を見た。明
日から頑張ろう」と言ってもらえるような舞がで
きるように神楽の継承・維持・発展に努めてい
く。ともに舞、ともに未来を創るパートナー企業
を募集しています。

公益社団法人　益田法人会　　（第169号　令和７年５月号）

代 表　 長谷川 太一 氏

（ 神迎え（みらいまつり） ） （ 外国人観光客 受入れ ）

（ 鐘　馗 ） （ 塵　輪 ） （ 大　蛇 ）

（ YouTube ）（ Instagram ）（ Instagram ） （ YouTube ）
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◆アドバイスには「毒」があることに注意
　ୋ௮会社のא業ζΥジλーと̱̀ૺࢃの଼֗ͅ൚̹̽̀いͥ40యࢃの˝̯̥ͭͣȶい͞ー४̱ͤ͘

̹ȃၻ̥れとএ̽̀ಕփ̱̀い̳̦ͥͭ́Ȃ̠̩͘い̵̧ͭ͘ȷとい̠談̫̱̹ͬ͘ȃȶ̭の͉́͘͘

入社３年࿒の৹との̦ࢾ広̦̽̀い̩̠́͢ະ安̳́ȷと̹̱ͤ͘͜ࢊȃ実षȂ˝̯͉̠̱ͭ̓̀い̹の

̥ȃ　

業ͬঐা̱̱̹͘ȃאคͤ୶ͬ௩̳̹͛͞ͅȂターΊットと̳ͥ会社のリストͬള̱̀訪問ء̜ͥ́ݖࡺ　

̱̥̱Ȃ３̥月̹̽̀͜ࠀ͉３ȃ会社̦ै଼̱̹୰ྶͬള̳̺̫́Ȃ訪問୶の൚৪との会დ͉͕と

ͭ̓̈́い̭と̦̥̹̽の̳́ȃȶΘΐ̲͝い̥ȃ̷༷ͭ̈́ͤ̈́ͣ͞ள人̧́́ͥ͜ȃ̻ͭ͝と࡞ဩ́დ

̯̈́いとှ̱̩̀れ̈́いȃͤ͞ೄ̱̺ȷとい̩̥̾アΡΨイス̱̱̹͘ȃ৹社員͉˝̯ͭのდ̠͚ͬ̾

̧̦̩̺̫̈́ͣ́Ȃံ日͉出̵̹̱̱́ͭ͘ȃ

　˝̯͉ͭͅȂ৹଼֗の̹͛のミュΣΉーシοンͅ問ఴ̦̜̭ͥとͬঐഊ̱̱̹͘ȃアΡΨイス͉ͅ

ȶࣽの༷͉ͤ́͞Θιȷとい̠ιッセージ̦̜ͤͅࢃȂͬୣ͛ͥȶඉȷの̠̈́͢൱̧̱̱̠ͬ̀͘ޔ

れ̦̜̭ͥとͬഥ̢̱̹͘ȃ˝̯͉ͭͅȂ自̦入社̱̹শయの上ং̥ͣのৎራ（̱̹̽）ࠣ႗̦ැ൮ͅ

̜̹̭̽と̦̥ͤȂ社会໓ാ̦་̹࡛ͩ̽య͉̜ͤ͘ͅဥ̱̈́い̭と͜ঐഊ̱̱̹͘ȃ

◆ＳＮＳ時代、共感と傾聴が望まれています
　˝̯͉ͭၻ̥れとএ̽̀アΡΨイス̱̹ͬの̳̦́Ȃ部下との人۾ۼ߸̦ಃ̫̈́いેఠ̱̹̈́ͤ͘ͅȃい

͘上ংͣ͛ͅݥれͥの͉Ȃȶ߹ಶと共ۜȷのউସ̳́ȃ̶଼̈́ୡͬ上̬ͣれ̥̹̈́̽の̥ȃ自のփ見͉ࢱ

̢Ȃ̴͘社員のდ̧ͬȂ̠̠ͭͭȂ̷̠̥Ȃ͕̈́ͥ̓Ȃとచ؊̳̭ͥと̦ͣ͛ݥれ̀いͥশయ̳́ȃজ͉

̜̹̈́のდͬい̀い̳͘͢Ȃとい̠ιッセージͬ出̱̀いͥచ؊̳́ȃ̴̧̠̜̈́͞い̻̿ͬ入れ̀ࢹい

̵ͭ͘ȃ̶͚̱̦̫̩̺̯ͧ͌̀いȃȶ上ং͉জのდͬい̩̀れ̹ḁ̹̑̽͢ȷと部下̫͜と͛ͥ́

̱̠͡ȃ̤互い̦̥ͤ合̢ͥ۾߸̹̈́̽́ͅٴȂアΡΨイス̦ض࢘എ̳̈́ͤ͘ͅȃ

　߹ಶとယと共͉ۜȂ;ンセリンΈのܖ本̳́ȃアιリの理学৪ール・υジλーズ̦̱̹υ

ジλーズの３原௱̦̜̳ͤ͘ȃ̷れ͉ӱ共ۜഎ߹ಶȂӲྫૄの࣊定എ۾Ȃӳ自֚ࡨ౿̳́ȃӱ͉の

Ȃ๛定̱̈́͜い̧́Ȃ̶̈́ث̻̩ͬみと̩̭̽̀とͅ集中̳ͥউସ̳́ȃӲ͉のდͬ՛のບܨ

౿と͉Ȃდ̦֚ࡨͬ̽̀చ؊̳̭ͥと̳́ȃӳ自۾定എ࣊ͅࠊの̥Ȃ̷の̢̹̠̽̈́ͥ͢ͅࣉ̷̠

̥̩ͤͅいশ͉̥̩ͤͅいとഥ̢Ȃ૯փͬږ̳̭ͥとͬいい̳͘ḁ̑ͣ̈́い̭と̷ͬの̱̤̀͘͘ͅ

̩とȂのれ合い͉生͘れ̵ͭ͘ȃͅచ̱̀͜自ͅచ̱̀͜૯ᒱ（̱̱ͭ）̈́ఠഽ́い̩̺̯̀

いȃ職場の上ং͉;ンセρー̵͉̜̦́ͤͭ͘Ȃ̭のୈ神ͬ理ٜ̱Ȃ部下ঐ൵ͅ൚̹̭ͥと̦̫ͬ̀い

̧̹̺̹いとএい̳͘ȃ職場͉́ӱ̺̫́́͜

̱̠͡ȃ

　˯˪˯শయͬͅࠊȂࣽ回͉人۾ۼ߸のੜ༷と

̱̀Ȃ;ンセリンΈζインΡと͊ࡤれͥミュΣ

Ήーシοンܿ法ͬ୰ྶ̱̱̹͘ȃ職場の同ၯとდ̱

合̽̀会社ͅ͏̯̱ͩいచ؊̢ͬ̀ࣉい̩̠͢Ȃ˝

̯ͭ͜ͅഥ̢̱̹͘ȃ

部下指導－「傾聴と共感」をお勧めします

産業カウンセラー 柏 木　勇 一

【筆者紹介】   柏木 勇一（かしわぎ・ゆういち）
大学卒業後、新聞社勤務を経て、現在ＥＡＰ
企業でカウンセラーとして活動。産業カウン
セラー、家族相談士、交流分析士。
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信頼と技術で奉仕する

徳 栄 建 設 ㈱
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■益田本店  島根県益田市高津5丁目28-16
　　     0800-888-1002

■株式会社ひょうま介護事業部　　　島根県益田市高津7丁目11-14
　　　　　　　　　　　　　　　 　　0856-22-4141
■居宅介護支援事業所ひなたぼっこ　島根県益田市中吉田町508番地4
　　　　　　　　　　　　　　 　　　0856-23-2670

SGS/JP/JAST-N007
 ISO14001

-EM 3276
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公益社団法人  益田法人会会報  第169号

令和７年５月ĳıอ࣐

อ࣐ਫ਼　ġ公益社団法人 益 田 法 人 会
　　　　ġോआࡇ益田ঌࡓ1ĳ Į ĸ
　　　　ġ˰ˡ˨ġĩıĹĶ6ĪġġĳġĴġȽġĸġ6ġĵġı
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12月２日　 第３回広報委員会（市内）高橋副会長外８名出席

　　３日　 全国青年の集い島根大会第１回実行委員会（松江）藤原青年部会副部会長外１名出席 

　　４日   第４回組織委員会（市内）三輪副会長外８名出席 

　　５日   第５回社会貢献委員会（益田商工会議所）市原副会長外９名出席 

　　10日   第２回税制委員会（益田商工会議所）村上副会長外５名出席

　　12日   第４回研修委員会（益田商工会議所）大畑副会長外７名出席

　　17日   第２回総務委員会（市内）中谷副会長外１０名出席 

　　20日   第３回厚生委員会（市内）鹿野副会長外６名出席 

　　23日   県下事務局会議（大田）事務局２名出席

１月６日   益田市新年互礼会（サンパレス益田）森本会長出席 

　　16日   青年部会（益田商工会議所）佐々木副会長外１８名出席 

　　20日   会報誌１６８号封入れ（益田商工会議所）事務局外６名出席 

　　21日   女性部会（益田商工会議所）佐々木副会長外１１名出席

    28日　 益田商工会議所会員懇談会（サンパレス益田）事務局出席

２月４日   第１１回租税教室（益田中学校）西村委員長外１名出席 

　　５日   第１２回租税教室（高津中学校）西村委員長外１名出席

　　　　　 第１３回租税教室（高津中学校）西村委員長外１名出席

　　13日   第５回組織委員会（市民学習センター）三輪副会長外７名出席 

　　14日   e Į˰ŢŹ横断幕・懸垂幕設置～３月１７日迄（合庁・イズミ） 

　　18日   第１４回租税教室（中西中学校）西村委員長外１名出席

　　19日　 全法連　厚生委員会（ハイアットリージェンシー東京）村木厚生委員長出席 

　　20日   第３回法人学校（公共職業安定所）（商工会議所）会員企業４５名出席

　　28日   女性部会　学びの会（商工会議所）佐々木副会長外１２名出席

３月４日   正副会長・総務委員会合同会議（商工会議所）森本会長外１１名出席 

　　７日   全法連　第４０回事務局セミナー（ハイアットリージェンシー東京）事務局２名出席

 　 10日   自由広場インタビュー（有限会社とみ　木部町）高橋副会長外８名出席 

　　12日   自由広場インタビュー（匹見神楽社中）（社中練習場訪問（匹見町））柴田委員長外３名出席

　　17日　 e Į˰ŢŹ横断幕・懸垂幕設置終了（２月１７日～）（合庁・イズミ） 

　　　　　 全国青年の集い島根大会　第２回実行委員会（松江）藤原青年部会副部会長外１名出席

　　18日　 第４４回理事会（商工会議所）森本会長外４８名出席

　　26日   県法連　第３１回理事会・第２回総務委員会（浜田ワシントンホテル）森本会長外２名出席 

　　　　　 県法連　役員研修会（浜田ワシントンホテル）森本会長外５名出席 

　　29日   女性部会　第３回植栽（島根県西部県民センター）高橋女性部会員外１名出席 

活 動 状 況 （令和６年12月１日～令和７年３月31日）




